145V2付属証明書

記入表3　25gを超えるプラスチック製筐体部品に使用するプラスチック材料リスト
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◆25gを超えるプラスチック製筐体部品は以下の通りです。
	No.
	部品名称
	プラスチック製造事業者
	プラスチック製品名
	材質名
	ハロゲン系ポリマー、難燃剤として有機ハロゲン化合物の添加*1
	4-1-3.(11)の適用除外の理由*2

	難燃剤成分の名称
(使用ない場合には、「使用なし」と記載)
	CAS　No.もしくはISOコード

	例
	例：筐体
	例：〇〇㈱
	例：〇〇ABS　E100
	ABS
	無し
	①
	リン酸トリフェニル
	FR40
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*1　処方構成成分としての添加の有無を指す。
*2 適用除外の理由
①プラスチック材料の物性改善のために使用される0.5%以下の有機フッ素系添加剤(例えば、アンチドリッピング剤) 
②PTFEなどのフッ素化プラスチック


◆25gを超えるプラスチック製筐体部品に使用する物質について、下表のとおり証明します。
	対象物質
	適合状況

	a. EC規則1272/2008のAnnex VI、の表3.1のカテゴリ1Aまたは1Bに分類される発がん性物質
b. EC規則1272/2008のAnnex VI、の表3.1のカテゴリ1Aまたは1Bに分類される変異原性物質
c. EC規則1272/2008のAnnex VI、の表3.1のカテゴリ1Aまたは1Bに分類される生殖毒性物質
d. REACH規則のAnnex XIIIの基準に基づく難分解性、生体蓄積性毒性物質(PBT物質)またはきわめて難分解性で高い生体蓄積性の物質(vPvB物質)
e. REACH規則第59条1項に記載のリスト(いわゆるSVHC候補リスト)に掲げられた特に警告されている物質
	処方構成成分として
□添加なし/
□添加あり


　


